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スリランカの地域活性
　－女性のチカラ－
宇都宮大学教育学部教授
昨年度に続きスリランカ報告である。「スリラン
カで最もスリランカらしい町」といわれる古都キャ
ンディ（首都コロンボの東約100 キロ）において、
2012 年３月14日、15日、サルボダヤ・キャンディ
地区センターの協力を得て、サルボダヤが関わって
いる集落活性の調査を行った。初日は、センターか
ら車で 30 分の所にあるMaharatana 村（人口約
2,150人）での取り組みを現地にて調査した。この
村の女性グループは、家庭菜園（Home Garden）、
食品加工等にチャレンジしており、グループメンバー
の女性が運営しているHome Gardenの現場に案
内いただいた。Home Gardenという言葉から零細
小規模な野菜栽培を想像していたが、予想をはる
かに超えたスケールの菜園であった。ここでは、ト
マト、キャベツ、とうもろこしなどを栽培しており、
トマトは40～ 50ルピ ／ー kg（１円＝約1.61ルピー）
で売れるという。一部を家族の食用にし、残りを
販売することにより家計を支えている。干ばつや害
獣（特にイノシシ）がなければ、一世帯分の収益を
あげることができるらしい。通年で栽培ができる強
みであろう。（キャンディの最高気温、最低気温は
年間を通じてそれぞれ 30 度前後、25度前後）
翌日午前、宿泊先のキャンディ地区センターにて、
サルボダヤのwomen’s development programに
参画している集落の女性７名と、女性コーディネー
タ ２ー名から話をうかがうことができた。我々のた
めに遠方はるばるそれぞれの集落から駆けつけて
くれたのである。例えば、Diyavuvula Village の
女性は、融資を受けてカーテンや蚊帳を仕立てて
販売するビジネスを起こした。ダブルベッド用の蚊
帳を持参し、我々の目の前で組み立ててくれた。
通常3,000ルピー程度の製品を、彼女は1,800ルピー
で売っており、また質も良いのでとても評判がよい
という。
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写真－１ Home Garden にて（2012 年３月14日 筆者撮影）
写真－２　集まってくださった女性達
写真－３　蚊帳組立のデモンストレーション　
　（いずれも2012 年３月15日筆者撮影）
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以上の調査から痛感したのは、我が国も同様で
あるが、女性が生き生きと活躍している地域は元
気である、ということである。Home Gardenに案
内してくださった女性、そして遠方より集まってくだ
さった女性達、（はにかみながらも）みんな活き活
きと自信に満ちていた。女性のチカラをいかにして
地域づくりの現場で花開かせるのか、そこに大きな
可能性とヒントがある。
続いて午後には、キャンディの郊外にあるペラデ
ニヤ大学を訪問した。スリランカで最も古い大学で
あり、またスリランカでは最大の総合大学である。
キャンパスが美しいことでも有名である。サルボダ
ヤの活動を長年にわたって支援し、共同研究等も
手掛けられたHerath 教授（専門：都市社会学など）
とお話する機会を得た。昨年度に続き、今回もと
ても実り多い調査であった。
サルボダヤの歩み道
―慈善活動から社会起業活動へ
　グローバル教育研究活動の一環として、昨年度
に続き2012 年 3月12日から16日までスリランカ
のサルボダヤ運動（以下サルボダヤ）のカルタゴ、
ヌワラエリヤ、キャンディのプロジェクトを視察した。
同行者は、昨年同様教育学部の陣内雄次先生だっ
た。
　今回の視察の目的は、サルボダヤの住民プロジェ
クトにおける「参加」のあり方をグローバル教育の
観点から検証することであった。
　3月13日モロトワにあるサルボダヤ本部を車で
出発して、紅茶の産地で有名なヌワラエリヤに向
かった。朝 8 時半に出発して、片道 6 時間の道の
り。ヌワラエリヤに近くなってくると、曲がりくねっ
た狭い急な坂道の上り下りがあり、結構疲れる。
山々に延 と々続く緑が美しい紅茶畑が目を休めてく
れる。途中お茶飲み休憩を1回しただけで、ヌワ
ラエリヤ事務所到着は 14 時半。事務所で用意して
いただいた昼食に感謝。その後、コーディネーター
とスタッフにインタビューを開始した。
　ヌワラエリヤは 5つの地区に分かれており、サル
ボダヤは 275 の集落を支援している。
　プログラムは、スポーツ、文化、覚醒プログラム、
技術開発、水プロジェクト、経済プログラム、職
業訓練（IT、大工、洋服、食品加工、法律サービス、
生物多様性環境保護、有機農業、土砂防止）、ファー
スト・エイド（緊急援助―農村で医者がいないの
で子どもを都市の病院に連れていくプログラム、5
つの村）、教員のトレーニング、シーズ融資銀行等
幅広くカバーしている。中でも女性エンパワ メーン
ト・プログラムは、起業のために女性を対象にサ
ルボダヤがトレーニングを実施しており、女性の自
主的な「参加」が多い。トレーニングの内容は、
食品加工、裁縫（装飾）、IT、バティツク、未亡人
を対象としたシーズ銀行（マイクロ・ファイナンス）
もある。中心街から40キロ離れたKUDAOYAト
レーニングセンターでは 100人の女性が研修を受
けている。トレーニングは村のドナーから税金控
除のための寄付によって実施されている。
　プロジェクト評価も行っており、例えば地区の
プレスクール（3 歳から 5 歳の幼児対象）の進捗
状況評価は、毎月ミーティングを持ちレポ トー・シ
ステムにより、サルボダヤ地域コーディネーターが
教員から報告を受ける、173 のプレスクールの内、
127のプレスクールをサルボダヤがカバーしている。
　次の日3月14日は、ヌワラエリヤ地区にあるラ
マリヤ村（人口 1800人、サルボダヤ・ソサエティ
のメンバーは 900人）を訪問し、銀行マネージャー
のウィマラ・アッテヤカさんにインタビューを行う。
1993 年にサルボダヤのシーズが銀行を 60人の預
金者により開設し、現在サルボダヤ・ソサエティが
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